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 新聞に掲載された一枚の写真。そこには、山形県遊佐町に漂着した一隻の木造船が

映し出されていた。大きく破損した船体にはハングルの文字。記事には北朝鮮から流

れ着いた船だろうと記されていた。その数ヶ月前、アニメ「めぐみ」を視聴し、拉致

問題を自分事として考え、北朝鮮人権侵害問題啓発週間作文コンクールに応募してい

た私にとって、読み流せる記事ではなかった。なぜなら、拉致問題について調べる過

程で、北朝鮮工作員は小型船やゴムボートを使って拉致を実行したということを知っ

たからだ。ふと、「まさか…」という思いが頭をよぎった。 

 「私達はもうすでに忍耐の限界を過ぎています。」「もう本当に時間がないんです。」

「会いたいんです。」拉致被害者ご家族ビデオメッセージの中で語られた悲痛の叫び

だ。北朝鮮という国家主導で行われた理不尽な犯罪行為が四十年以上の間本人と家族

の生活を歪めている。日本海の青い海が被害者と家族の人生、夢、希望を阻み続けて

いる。拉致問題。それは時間が解決してくれるものではない国際的人権犯罪だ。被害

者と家族の高齢化が進む中、一日も早い帰国へ向けて悠々と構えている時間はない。

安倍総理は、「拉致問題解決に向けて条件をつけずに金正恩氏と直接向き合う。冷静

な分析の上であらゆるチャンスを逃すことなく果敢に行動する。」と述べている。日

本政府が強い決意で北朝鮮と対話していく。それを支えるのは私達一人一人の声に違

いない。 

 ここに興味深い世論調査がある。平成三十年十月実施外交に関する世論調査。北朝

鮮への関心事項という項目について日本人拉致問題を挙げた人の割合が八一.四％と

最も高い結果であった。しかし年代別にみると、十八歳～二十九歳においては、ミサ

イル問題、核問題に続く七〇.四％と関心度が低い状況である。若者の声。若者の力。

国内世論を盛り上げる上で、これからの日本・世界を担う私達の積極的参加は欠かせ

ない。そしてそれを喚起し主体的に取り組める機会が何より重要だ。私はその具体案

として北朝鮮による拉致問題を考える政府主催の全国中学生・高校生サミットの開催

を提案する。サミットでは、「めぐみ」を視聴し、被害者のご家族の生の声をお聞き

する。更に、参加者同士活発な意見交換を行い自分達に出来る事を模索する。この機

会は拉致問題へのより深い理解・視点を持つことにつながるとともに参加者間のネッ

トワーク構築に大きく資するはずだ。参加者が、そのネットワークを活かし、全国各

地でメッセンジャーとして周りに発信し、関心の輪を広げるアクションを展開してい

く。その輪の広がりこそ拉致問題解決の推進力だ。 

 拉致被害者の方々が家族と再び手を取り合う日まで、一日本国民として積極的かつ

主体的に「考動」し続ける。 


